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はじ
め
に
二
〇
一
四
(
平
成
二
六)
年
に
藩
法
研
究
会
編
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
(
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
対
馬
藩
の
刑
事
判
例
集
で
あ
る
「
罰
責
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
谷
口
昭
氏
（
編
集
代
表
）
と
と
も
に
編
集
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
筆
者
は
「
罰
責
」
掲
載
の
潜
商
、
つ
ま
り
密
貿
易
に
対
す
る
処
罰
に
つ
い
て
、
小
論
を
(
)
発
表
し
た
が
、
本
論
文
で
は
徒
党
、
つ
ま
り
集
団
を
組
み
藩
当
局
に
対
し
て
訴
願
を
行
う
と
い
う
事
件
に
つ
い
て
、「
罰
責
」
に
採
録
さ
れ
た
事
件
を
紹
介
し
、
他
史
料
の
記
述
と
比
較
し
つ
つ
若
干
の
整
理
を
行
う
。
筆
者
前
掲
論
文
で
も
付
言
し
た
が
、
同
書
は
谷
口
氏
の
序
言
に
(

）
も
あ
る
よ
う
に
、
通
常
の
刊
行
形
態
で
は
四
〇
〇
〇
頁
近
く
に
わ
た
る
も
の
を
そ
の
四
分
の
一
ほ
ど
紙
印
刷
分
と
し
、
残
り
四
分
の
三
お
よ
び
史
料
画
像
全
体
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
納
め
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
分
も
含
め
、
一
七
〇
七
(
宝
永
四)
年
分
か
ら
一
八
六
九
(
明
治
二)
年
分
に
わ
た
る
『
罰
責
』
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
対
馬
藩
の
「
徒
党
」
処
罰
に
つ
い
て
608
九
一
対
馬
藩
の
「
徒
党
」
処
罰
に
つ
い
て
｢
罰
責
」
掲
載
の
判
決
の
紹
介
を
中
心
に
守
屋
浩
光
全
体
を
考
察
対
象
と
す
る
。
第
一
章
「
罰
責
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
徒
党
」
事
件
第
一
節
「
罰
責
」
に
お
け
る
「
徒
党
」
に
関
す
る
判
決
の
位
置
付
け
「
罰
責
」
全
三
〇
巻
の
徒
党
に
関
す
る
事
件
の
章
立
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
論
説
607
九
二
【
表
一
】
「
罰
責
」
各
巻
の
徒
党
関
係
事
件
の
章
名
巻
No.
巻
タ
イ
ト
ル
採
録
年
章
名
1
罰
責
類
聚
八
重
物
宝
永
04
〜
宝
暦
06
徒
党
之
者
之
事
2
罰
責
類
聚
宝
永
04
〜
宝
暦
06
徒
党
之
者
之
事
3
罰
責
類
聚
第
二
番
宝
暦
09
〜
明
和
08
徒
党
之
者
之
事
4
罰
責
三
番
明
和
09
〜
安
永
06
な
し
5
罰
責
第
四
番
安
永
07
〜
天
明
04
な
し
6
罰
責
第
五
番
天
明
05
〜
天
明
07
な
し
7
罰
責
類
集
六
番
天
明
08
〜
寛
政
03
な
し
8
罰
責
類
集
七
番
寛
政
04
〜
寛
政
07
な
し
9
罰
責
八
番
寛
政
08
〜
享
和
01
な
し
10
罰
責
類
集
九
番
享
和
02
〜
文
化
02
党
を
集
致
出
訴
候
御
呵
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対
馬
藩
の
「
徒
党
」
処
罰
に
つ
い
て
606
九
三
11
罰
責
拾
番
文
化
03
〜
文
化
10
党
を
集
出
訴
等
之
事
12
罰
責
十
一
番
文
化
11
〜
文
化
12
党
を
集
出
訴
且
集
会
之
事
13
(
表
紙
欠
）
文
政
03
〜
文
政
07
党
を
集
出
訴
14
罰
責
拾
四
番
文
政
08
〜
文
政
11
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
15
罰
責
拾
五
番
文
政
12
〜
文
政
13
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
16
(
表
紙
欠)
天
保
02
〜
天
保
05
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
17
罰
責
十
七
番
天
保
06
〜
天
保
09
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
18
罰
責
拾
八
番
天
保
10
〜
天
保
11
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
19
罰
責
十
九
番
天
保
12
〜
天
保
14
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
20
罰
責
弐
拾
番
天
保
15
〜
弘
化
02
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
21
罰
責
弐
拾
一
番
弘
化
03
〜
嘉
永
01
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
22
罰
責
弐
拾
弐
番
嘉
永
02
〜
嘉
永
04
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
23
罰
責
二
十
四
番
嘉
永
07
〜
安
政
02
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
24
罰
責
弐
拾
五
番
安
政
03
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
25
罰
責
弐
拾
六
番
安
政
04
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
26
罰
責
弐
拾
七
番
安
政
05
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
27
罰
責
弐
拾
九
番
万
延
02
〜
文
久
02
党
を
集
出
訴
且
集
会
之
事
こ
れ
を
み
る
と
、
巻
No.
1
か
ら
No.
3
ま
で
の
章
名
が
「
徒
党
之
者
之
事
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
No.
10
以
降
「
党
を
集(
致)
出
訴
」
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
No.
14
以
降
は
「
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
節
で
掲
載
事
件
に
触
れ
る
が
、
No.
4
〜
9
で
は
該
当
事
件
が
な
い
場
合
は
章
そ
の
も
の
が
な
い
の
(

）
に
対
し
て
、
No.
12
、
13
、
15
、
17
〜
26
、
30
で
収
録
事
件
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徒
党
事
件
を
収
録
す
る
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
判
例
集
の
構
成
が
No.
11
以
降
定
型
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
二
節
「
罰
責
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
徒
党
」
事
件
の
内
容
「
罰
責
」
に
掲
載
さ
れ
た
事
件
は
、
全
体
で
二
〇
件
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
を
挙
げ
る
。
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九
四
28
罰
責
三
拾
番
文
久
03
〜
元
治
01
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
29
罰
責
弐
拾
八
番
元
治
02
〜
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
30
罰
責
明
治
02
〜
党
を
集
出
訴
、
且
集
会
之
事
【
表
二
】
「
罰
責
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
徒
党
」
事
件
事
件No.
巻
頁
年
月
日
被
告
人
身
分
罪
状
刑
罰
備
考
1
1
72
延
享
04.
03.
11
田
代
百
姓
11
名
徒
党
の
儀
を
以
不
埒
の
訴
訟
を
企
、
小
倉
村
百
姓
治
助
・
九
兵
衛
に
与
し
、
伊
勢
山
に
寄
立
令
相
談
村
替
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藩
の
「
徒
党
」
処
罰
に
つ
い
て
604
九
五
1
72
延
享
04.
03.
11
田
代
小
倉
村
組
頭
訴
訟
致
懐
中
其
場
へ
罷
出
、
御
屋
敷

役
人
罷
出
候
節
、
差
出
候
様
同
村
治
助
へ
申
含
戸
〆
三
七
日･
科
銀
１
枚
1
73
延
享
04.
03.
11
上
郷
村
々
百
姓
中
令
徒
党
、
御
領
中
を
騒
せ
科
銀
20
枚
1
73
延
享
04.
04.
24
百
姓
２
名
上
郷
百
姓
中
不
埒
訴
訟
企
徒
党
一
件
ニ
付
、
頭
立

勧
を
請
、
村
内
隣
村
迄
悪
事
を
申
組
永
代
奴
屹
度
被
仰
付
様
之
品
も
有
之
候
へ
共
、
御
宥
恕
を
以
2
2
81
延
享
04.
03.
01
田
代
百
姓
11
名
徒
党
の
儀
を
以
不
埒
の
訴
訟
を
企
、
小
倉
村
百
姓
治
助
・
九
兵
衛
に
与
し
、
伊
勢
山
に
寄
立
令
相
談
村
替
No.
1
に
同
じ
2
81
延
享
04.
03.
11
田
代
小
倉
村
組
頭
訴
訟
致
懐
中
其
場
へ
罷
出
、
御
屋
敷

役
人
罷
出
候
節
、
差
出
候
様
同
村
治
助
へ
申
含
戸
〆
三
七
日･
科
銀
１
枚
No.
1
に
同
じ
2
81
延
享
04.
03.
11
上
郷
村
々
百
姓
中
令
徒
党
、
御
領
中
を
騒
せ
科
銀
20
枚
No.
1
に
同
じ
2
81
延
享
04.
04.
24
百
姓
２
名
上
郷
百
姓
中
不
埒
訴
訟
企
徒
党
一
件
ニ
付
、
頭
立

勧
を
請
、
村
内
隣
村

悪
事
を
申
組
永
代
奴
No.
2
に
同
じ
3
3
98
明
和
05.
05.
22
武
士
実
母
御
屋
形
御
内
所
御
老
女
相
勤
候
処
、
女
中
之
内
所
持
銭
紛
失
之
儀
ニ
付
、
大
殿
様
御
前
江
罷
出
事
申
上
候
節
、
上
下
之
分
取
毛
米
30
俵
之
内
５
俵
減
閉
門
差
免
、
重
罪
之
其
子
可

様
無
之
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603
九
六
を
不
弁
、
不

不
敬
之
次
第
有
之
、
惣
女
中
身
晴
之
義
ニ
付
、
徒
党
之
令
統
領
3
102
明
和
05.
03.
13
御
内
所
様
御
老
女
御
屋
形
奥
女
中
之
内
、
所
持
品
令
紛
失
、
惣
女
中
身
晴
之
儀
ニ
付
、
御
前
ニ
罷
出
、
不
敬
之
儀
を
申
上
、
殊
徒
党
之
統
領
い
た
し
一
生
親
類
へ
御
預
明
和
05.
11.
15
お
千
代
様
御
広
ニ
被
対
、
全
く
御
免
被
仰
付
4
5
71
安
永
08.
11.
11
百
姓
於
村
所
役
人
之
差
図
を
不
相
用
外
之
挙
動
、
様
々
悪
党
を
尽
し
、
剰
身
分
ニ
不
応
刃
物
を
取
扱
、
村
中
之
者
共
江
徒
党
を
申
進
メ
其
身
令
頭
取
永
代
奴
公
義
之
御
制
禁
重
キ
御
法
を
相
背
是
第
一
之
重
罪
5
文
化
01.
08.
10
八
組
中
八
幡
宮
境
内
へ
相
集
、
銘
々
存
念
之
筋
令
示
談
、
翌
日
又
々
海
岸
寺
江
寄
集
無
別
条
差
免
軽
キ
身
分
な
か
ら
御
扶
持
人
の
身
と
し
て
其
弁
無
之
、
不
埒
者
共
に
候
へ
共
、
用
捨
を
加
文
化
01.
08.
10
御
持
筒
以
下
8
名
寄
合
に
罷
出
候
筆
口
立
替
10
68
文
化
01.
08.
19
元
御
籏
御
籏
組
八
組
集
会
筆
口
別
人
名
前
申
出
佐
須
郷
阿
連
村
1
年
流
罪
10
68
文
化
01.
09.
09
仁
位
郷
奉
役
佐
保
村
騒
立
、
平
素
之
示
方
不
相
届
不
及
沙
汰
多
村
之
義
、
懸
隔
之
場

制
シ
之
難
届
儀
も
可
在
之
6
10
68
文
化
01.
09.
09
曽
・
千
尋
藻
村
下
知
役
千
尋
藻
村
流
人
騒
立
一
件
ニ
相
加
不
及
沙
汰
大
様
之
至
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処
罰
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七
10
69
文
化
01.
09.
09
大
千
尋
藻
村
肝
入
千
尋
藻
村
流
人
騒
立
一
件
ニ
相
加
不
及
沙
汰
平
素
之
示
方
不
行
届
10
69
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
下
知
役
当
役
の
身
分
示
し
方
不
行
届
不
及
沙
汰
多
年
勤
中
に
は
正
路
に
行
届
候
儀
も
不
少
相
聞
候
付
、
御
用
捨
を
以
10
69
文
化
01.
09.
09
綱
村
下
知
役
佐
保
村
交
代
方
之
儀
ニ
付
、
取
扱
之
申
分
ニ
依
、
不
軽
入
組
相
生
当
役
差
免
10
69
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
給
人
佐
保
村
騒
立
ニ
付
、
上
府
手
筋
を
不
経
、
御
郡
奉
行
所
へ
令
直
訴
比
田
勝
村
へ
10
年
流
罪
同
村
足
軽
三
吉
忰
熊
吉
村
内
之
害
を
成
し
候
悪
才
者
ニ
候
を
毎
時
肌
を
合
セ
10
69
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
給
人
佐
保
村
騒
立
ニ
付
、
上
府
手
筋
を
不
経
、
御
郡
奉
行
所
へ
令
直
訴
不
及
沙
汰
大
様
之
至
10
69
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
給
人
父
下
知
役
時
ニ
何
某
を
可
打
果
抔
と
令
口
外
3
年
奉
公
差
免
10
70
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
給
人
3
名
騒
立
ニ
は
至
間
布
穏
成
様
可
令
示
談
処
、
無
其
儀
村
内
令
和
睦
候
様
可
相
用
10
70
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
客
願
寺
不
穏
筋
二
可
至
相
見
え
候
ハ
ヽ
心
得
方
も
可
有
之
処
、
不
行
届
以
来
可
心
用
10
70
文
化
01.
09.
09
流
人
不
穏
筋
ニ
相
加
居
候
品
も
有
之
今
里
村
へ
配
所
替
10
70
文
化
01.
09.
09
塩
硝
合
不
穏
事
品
ニ
相
加
り
居
候
品
も
相
見
、
流
田
舎
往
還
堅
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八
人
を
相
雇
他
村
へ
他
手
ニ
連
越
差
留
10
70
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
足
軽
忰
願
解
躍
を
催
、
狂
言
師
礼
銭
を
相
与
候
を
下
知
役

差
留
候
処
、
以
来
下
知
請
候
儀
不
相
成
と
申
出
、
村
中
之
者
帰
服
不
致
永
代
奴
10
70
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
足
軽
忰
忰
禁
足
申
付
候
付
、
家
内
之
見
か
し
め
を
も
可
致
之
処
無
其
儀
不
及
沙
汰
親
子
の
間
常
々
示
教
方
大
様
ニ
有
之
。
其
夜
は
令
他
行
全
く
不
存
。
用
捨
を
加
10
70
文
化
01.
09.
09
佐
保
村
先
肝
入
肝
入
相
勤
居
候
内
、
地
方
割
銀
不
埒
、
其
外
買
調
之
麦
代
銀
之
内
不
足
、
村
方
名
目
を
以
府
内
ニ
而
自
分
入
用
之
品
買
掛
、
村
中
一
躰
ニ
掛
永
代
奴
下
知
役
憐
愍
之
計
を
以
肝
入
役
差
免
取
計
を
却
而
無
理
之
計
と
申
立
。
此
節
不
穏
筋
ニ
相
成
候
は
元
来
此
も
の
不
埒

起
り
7
11
113
文
化
10.
10.
24
商
人
統
領
商
人
共
度
々
寄
立
心
得
違
不
致
様
相
達
近
来
寺
社
ニ
お
ゐ
て
町
人
共
寄
立
候
聞
有
之
、
惣
而
数
人
寄
立
評
論
等
い
た
し
候
儀
ハ
御
制
禁
14
89
文
政
09.
03.
20
元
小
綱
村
下
知
役
平
素
下
知
下
タ
之
取
扱
緩
ニ
有
之
算
用
等
四
五
年
も
為
相
滞
大
様
之
勤
方
下
知
役
差
除
14
90
文
政
09.
03.
20
小
綱
村
肝
入･
血
判
・
頭
百
姓
小
綱
村
中
一
致
ニ
申
談
令
出
訴
、
数
ヶ
条
申
立
役
儀
差
除
、
科
代
薪
5
疋
充
8
14
90
文
政
09.
03.
20
小
綱
村
足
軽
一
致
ニ
申
談
令
出
訴
科
代
申
付
差
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
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九
九
中
・
百
姓
中
免
14
90
文
政
09.
03.
20
小
綱
村
百
姓
虚
偽
を
以
衆
人
を
村
寄
為
致
村
中
を
相
欺
キ
、
同
気
引
傾
ケ
出
訴
之
一
事
相
決
候
様
相
企
、
出
訴
発
起
禁
足
差
免
、
永
代
奴
14
91
文
政
09.
03.
20
小
綱
村
足
軽
出
訴
統
取
村
中
同
気
候
様
取
計
足
軽
取
上
、
科
代
薪
7
疋
9
14
91
文
政
10.
05.
06
給
人
2
名
訴
訟
之
訳
全
取
柄
ニ
不
相
成
埒
も
な
き
事
ニ
集
会
を
い
た
し
令
上
府
3
日
差
扣
、
奉
公
差
除
縦
令
筋
あ
る
事
た
り
共
騒
立
躰
之
儀
は
急
度
取
治
メ
穏
便
ニ
可
相
計
儀
ニ
候
処
、
百
姓
同
然
罷
登
躰
も
な
き
事
を
共
々
訴
訟
い
た
し
御
手
入
を
掛
、
重
々
不
埒
至
極
14
91
文
政
10.
05.
06
百
姓
2
名
全
躰
埒
も
無
之
事
を
申
出
、
百
姓
共
内
統
取
と
相
聞
自
分
之
宿
意
を
挟
、
躰
も
無
之
訳
を
事
々
申
立
人
気
を
迷
し
、
多
日
集
会
7
年
切
奴
10
16
171
天
保
02.
02.
11
田
代
今
泉
村
百
姓
2
名
田
代
町
江
多
人
数
相
集
候
一
件
発
起
永
代
奴
16
172
天
保
02.
02.
11
田
代
今
泉
村
社
人
百
姓
作
兵
衛

被
相
頼
廻
状
認
呉
永
代
奴
11
22
174
嘉
永
02.
02.
13
武
士
年
長
之
身
分
御
時
躰
を
不
相
弁
多
人
数
自
宅
江
集
会
知
行
之
内
330
石
減
、
奉
公
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
論
説
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一
〇
〇
差
除
、
賀
佐
村
蟄
居
12
23
173
嘉
永
07.
08.
05
小
綱
村
給
人
居
村
下
知
役
を
申
潰
候
心
組
ニ
而
給
人
并
百
姓
数
人
申
談
、
投
書
之
儀
弥
作
江
相
頼
奉
公
差
除
、
差
扣
御
免
最
早
弥
作
死
後
之
事
故
御
吟
味
之
手
掛
も
無
之
、追
々
御
聞
込
之
次
第
有
之
23
173
嘉
永
07.
08.
05
小
綱
村
給
人
4
名
居
村
下
知
役
を
申
潰
候
心
組
ニ
而
給
人
并
百
姓
数
人
申
談
、
投
書
之
儀
弥
作
江
相
頼
奉
公
差
除
最
早
弥
作
死
後
之
事
故
御
吟
味
之
手
掛
も
無
之
、追
々
御
聞
込
之
次
第
有
之
23
173
嘉
永
07.
08.
05
銘
村
給
人
隠
居
居
村
下
知
役
を
申
潰
候
心
組
ニ
而
給
人
并
百
姓
数
人
申
談
、
投
書
之
儀
弥
作
江
相
頼
不
及
沙
汰
隠
居
之
事
故
格
別
之
以
御
憐
愍
27
135
文
久
01.
09.
13
仁
位
郷
百
姓
3
名
同
郷
百
姓
共
多
人
数
集
会
強
訴
頭
取
永
代
奴
13
27
135
文
久
01.
03.
19
貝
口
村
百
姓
郷
中
百
姓
共
糸
瀬
村
江
集
会
ニ
付
、
廻
状
差
廻
7
ヶ
年
切
奴
先
般
自
郷
百
姓
共
徒
党
一
件
ニ
付
咎
申
付
候
も
の
共
、
跡
家
内
撫
育
方
等
之
儀
咄
合
呉
候
為
、
集
会
相
催
候
儀
14
27
136
文
久
02.
11.
22
小
茂
田
村
肝
入
村
方
給
人
亡
父
代
双
方
相
願
ニ
依
亡
父
請
持
土
地
、
最
前
之
通
御
返
与
方
願
迚
色
々
故
障
申
立
、
多
人
数
之
勢
を
以
百
姓
中
ニ
先
立
、
我
意
を
申
募
肝
入
召
放
、
10
ヶ
年
切
奴
15
29
129
元
治
02.
⑤.
15
武
士
横
浦
村
百
姓
共
多
人
数
上
府
、
住
居
替
之
奉
公
差
除
、
以
上
が
、「
罰
責
」
掲
載
の
徒
党
関
係
事
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
判
決
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
「
永
代
奴
」
に
処
せ
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
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一
〇
一
義
申
立
候
訴
訟
之
書
付
草
案
致
呉
差
扣
御
免
29
129
元
治
02.
⑤.
15
麩
細
工
横
浦
村
百
姓
共
多
人
数
上
府
、
住
居
替
之
義
申
立
候
訴
訟
之
願
書
清
書
7
日
禁
足
29
129
元
治
02.
⑤.
15
横
浦
村
給
人
弟
横
浦
村
百
姓
共
多
人
数
上
府
訴
訟
一
件
願
書
被
頼
、
戸
田
弥
三
郎
江
相
頼
居
村
蟄
居
29
129
元
治
02.
⑤.
15
横
浦
村
百
姓
4
名
百
姓
中
申
合
多
人
数
上
府
、
公
領
地
又
は
自
分
開
立
之
場
所
江
住
居
替
之
儀
願
出
永
代
奴
16
29
130
元
治
02.
⑥.
02
武
士
御
国
事
向
相
預
候
廉
々
御
所
置
方
同
志
之
面
々
申
談
、
与
頭
を
以
申
立
筆
口
奉
公
差
除
、
蟄
居
与
頭

追
々
及
諭
達
候
而
も
不
相
用
29
130
元
治
02.
⑥.
02
武
士
4
名
御
国
事
向
相
預
候
廉
々
御
所
置
方
同
志
之
面
々
申
談
、
与
頭
を
以
申
立
当
節
迄
は
深
不
被
及
御
沙
汰
与
頭

追
々
及
諭
達
候
而
も
不
相
用
、
彼
此
切
迫
ニ
申
立
29
130
元
治
02.
⑥.
02
武
士
御
国
事
向
相
預
候
廉
々
御
所
置
方
同
志
之
面
々
申
談
、
与
頭
を
以
申
立
奉
公
差
除
、
蟄
居
29
130
元
治
02.
⑥.
02
武
士
御
国
事
向
相
預
候
廉
々
御
所
置
方
同
志
之
面
々
申
談
、
与
頭
を
以
申
立
奉
公
差
除
、
飼
所
村
江
牢
居
前
科
も
有
之
17
29
131
元
治
02.
12.
02
今
里
村
給
人
自
郷
給
人
中
集
会
之
触
状
差
出
奉
公
差
除
、
居
村
蟄
居
※
日
付
の
丸
数
字
は
閏
月
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
【
表
二
】
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、「
罰
責
」
掲
載
の
徒
党
事
件
に
つ
い
て
は
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
が
な
い
。
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
他
史
料
か
ら
実
際
に
は
首
謀
者
が
死
罪
を
申
し
渡
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
事
件
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、「
罰
責
」
を
見
る
限
り
最
も
重
い
申
し
渡
し
刑
は
永
代
奴
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
徒
党
に
関
係
し
た
も
の
が
永
代
奴
に
処
せ
ら
れ
た
事
件
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
①
一
七
四
七
(
延
享
四)
年
四
月
二
四
日
申
渡
の
事
件
(
)
判
決
に
よ
る
と
、
対
馬
藩
の
飛
地
で
あ
る
田
代
領
上
郷
小
倉
村
の
百
姓
治
助
と
九
兵
衛
は
、
上
郷
の
百
姓
中
が
「
不
埒
之
訴
訟
を
企
、
徒
党
催
し
、
赤
坂
と
今
町
之
間
ニ
大
勢
屯
し
往
還
妨
ケ
、
御
領
中
を
騒
せ
」
た
件
に
つ
い
て
、
首
謀
者
か
ら
の
勧
め
を
請
け
、
「
村
内
隣
村
迄
悪
事
を
申
組
」
ん
だ
と
し
て
、
対
馬
ま
で
召
し
呼
ば
れ
、
入
牢
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
治
助
は
与
良
郷
久
須
保
・
緒
方
両
村
下
知
役
へ
、
九
兵
衛
は
仁
位
郷
大
綱
村
下
知
役
へ
そ
れ
ぞ
れ
永
代
奴
と
さ
れ
た
。
ま
た
小
倉
村
組
頭
又
四
郎
は
、
訴
状
を
懐
中
に
入
れ
て
そ
の
場
へ
出
か
け
、
役
人
が
屋
敷
か
ら
出
て
く
る
際
に
訴
状
を
差
し
出
す
よ
う
同
村
の
百
姓
治
助
に
申
し
含
め
た
と
さ
れ
、「
戸
〆
三
七
日
、
科
銀
壱
枚
」
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
判
決
で
は
、
組
頭
と
し
て
百
姓
た
ち
に
「
異
様
之
致
企
候
様
子
」
を
認
知
し
た
場
合
に
は
「
急
度
申
留
、
諫
不
用
」
場
合
は
訴
え
出
る
べ
き
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
百
姓
た
ち
に
同
意
し
た
こ
と
を
「
旁
不
届
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
小
倉
村
の
百
姓
四
名
、
同
宮
浦
東
村
の
百
姓
五
名
、
同
永
野
村
の
百
姓
二
名
、
計
十
一
名
が
「
徒
党
の
儀
を
以
不
埒
之
訴
訟
を
企
」
て
、
小
倉
村
百
姓
治
助
、
久
兵
衛
に
与
し
て
「
伊
勢
山
に
立
寄
令
相
談
」
め
た
と
し
て
村
替
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
上
郷
の
村
々
の
百
姓
中
に
対
し
て
は
「
令
徒
党
、
御
領
中
を
騒
せ
」
た
と
し
て
科
銀
二
十
枚
申
し
付
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二
け
ら
れ
た
。
②
一
七
八
九
(
安
永
八)
年
一
一
月
一
一
日
申
渡
の
事
件
(
)
伊
奈
郷
琴
村
の
百
姓
助
六
な
村
役
人
の
差
図
を
用
い
ず
「
我
意
之
挙
働
い
た
し
候
付
、
村
役

急
度
申
付
置
候
訳
も
有
之
た
る
と
相
聞
候
処
、
様
々
悪
党
を
尽
し
、
剰
身
分
ニ
不
応
刃
物
を
取
扱
」
っ
た
と
し
て
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
平
素
人
柄
悪
ク
我
意
を
常
と
し
、
悪
意
を
以
て
村
役
人
の
差
図
に
違
背
す
る
な
ど
「
異
様
之
行
作
不
埒
至
極
」
と
し
て
、
与
良
郷
久
須
保
・
緒
方
両
村
下
知
役
小
田
治
部
之
助
へ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
そ
の
際
「
村
中
之
者
共
江
徒
党
を
申
進
メ
其
身
豊
崎
郷
令
頭
取
、
公
義
之
御
制
禁
重
キ
御
法
を
相
背
是
第
一
之
重
罪
ニ
付
、
入
牢
申
付
置
」
か
れ
て
い
る
。
③
一
八
〇
四
(
文
化
元)
年
九
月
九
日
申
渡
の
事
件
(
)
仁
位
郷
佐
保
村
足
軽
三
吉
忰
熊
吉
は
「
元
来
人
柄
不
宜
、
悪
道
之
令
発
端
、
不
絶
村
中
不
穏
義
差
起
」
っ
て
い
た
が
、
願
解
躍
を
催
し
て
府
内
か
ら
狂
言
師
匠
を
雇
い
、
多
分
の
礼
銭
を
支
払
っ
た
こ
と
を
下
知
役
の
長

幾
左
衞
門
に
差
し
止
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
熊
吉
は
下
知
役
の
下
知
に
従
う
べ
き
で
は
な
い
と
言
い
出
し
、
願
解
躍
に
同
意
し
な
い
も
の
に
対
し
て
は
科
銭
を
取
る
な
ど
し
た
。
熊
吉
は
佐
保
村
給
人
長

三
右
衛
門
と
「
合
躰
」
し
て
様
々
な
「
不
宜
筋
ニ
同
意
せ
し
め
、
右
ニ
付
村
中
之
者
帰
服
不
致
」
と
い
う
こ
と
で
与
良
郷
久
和
村
給
人
給
人
久
和
清
次
郎
へ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
村
先
肝
入
の
平
右
衛
門
は
、
肝
入
在
任
中
地
方
割
銀
に
つ
い
て
「
不
埒
」
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
「
買
調
之
麦
代
銀
」
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
同
村
下
知
役
の
長

幾
左
衞
門
が
肝
入
役
を
免
ず
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
こ
と
を
「
無
理
之
計
」
と
申
し
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
対
馬
藩
の
「
徒
党
」
処
罰
に
つ
い
て
596
一
〇
三
立
て
、
そ
の
上
村
方
の
名
目
で
府
内
に
お
い
て
自
分
入
用
の
品
を
買
い
掛
け
、
支
払
い
を
「
村
中
一
躰
ニ
掛
り
候
差
引
ニ
候
を
令
不
埒
」
た
と
い
う
こ
と
で
伊
奈
郷
伊
奈
村
給
人
山
本
官
兵
衞
へ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
佐
保
村
に
「
近
年
来
」
起
こ
っ
て
い
た
騒
動
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
奉
公
を
差
し
除
け
ら
れ
、
豊
崎
郷
比
田
勝
村
へ
十
ヶ
年
流
罪
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
長

三
右
衛
門
に
対
す
る
判
決
を
引
く
。
右
は
佐
保
村
之
儀
近
年
不
穏
、
毎
々
騒
立
候
件
々
僉
議
之
上
、
著
く
相
貫
候
、
三
郎
右
衛
門
儀
、
同
村
足
軽
三
吉
忰
熊
吉
と
平
素
親
敷
由
、
右
熊
吉
儀
、
村
内
之
害
を
成
し
候
悪
才
者
ニ
候
を
、
毎
事
肌
を
合
セ
候
聞
有
之
、
既
熊
吉
義
、
禁
足
申
付
有
之
を
乍
存
夜
中
忍
行
、
然
も
令
一
宿
臥
居
候
夜
半
、
何
者
之
業
と
も
不
相
知
、
其
身
面
に
疵
付
立
去
候
段
遂
案
内
、
至
而
之
小
疵
ニ
候
へ
共
、
婦
女
之
如
く
被
打
候
侭
ニ
罷
在
、
一
向
相
手
を
不
得
見
咎
事
ニ
、
穏
便
ニ
可
相
包
儀
を
事
々
敷
遂
案
内
、
加
之
証
拠
も
無
之
名
前
を
引
立
、
其
外
村
内
不
穏
筋
ニ
付
而
は
、
先
達
令
上
府
手
筋
を
不
経
御
郡
奉
行
所
江
令
直
訴
、
不
埒
至
極
候
、
依
之
御
憐
愍
を
被
加
、
御
奉
公
被
差
除
豊
崎
郷
比
田
勝
村
へ
拾
ヶ
年
流
罪
被
仰
付
候
、
熊
吉
と
長

三
郎
右
衛
門
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
禁
足
を
申
し
付
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
夜
中
外
出
し
た
の
を
一
宿
さ
せ
、
そ
の
際
誰
か
ら
と
も
し
れ
ず
、「
小
疵
」
を
負
わ
さ
れ
た
の
を
「
穏
便
ニ
可
相
包
」
む
こ
と
も
な
く
、
証
拠
も
な
き
相
手
の
名
前
を
「
引
立
」
て
、
そ
の
他
村
内
の
不
穏
な
状
況
に
つ
い
て
府
内
に
登
り
、
郡
奉
行
所
に
直
訴
し
た
た
め
、
十
ヶ
年
の
流
罪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
右
衛
門
は
佐
保
村
給
人
の
長

秀
作
と
「
論
談
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
秀
作
の
父
は
平
右
衛
門
の
肝
入
役
を
免
じ
た
幾
右
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
「
罰
責
」
の
「
党
を
集
致
出
訴
候
御
呵
佐
保
村
騒
立
一
件
共
」
の
章
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
長

三
郎
右
衛
門
の
直
訴
に
よ
り
騒
動
が
藩
庁
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
強
訴
徒
党
事
件
と
は
性
質
を
異
に
す
る
と
法と政治 70 巻 1 号 (2019 年 5 月)
論
説
595
一
〇
四
い
え
よ
う
。
④
一
八
三
一
(
天
保
二)
年
二
月
一
一
日
申
渡
の
事
件
(
)
田
代
領
今
泉
村
の
百
姓
作
兵
衛
お
よ
び
同
惣
兵
衛
は
、
前
年
十
件
月
田
代
町
へ
大
人
数
の
領
民
が
徒
党
を
組
ん
で
集
ま
っ
た
件
に
つ
い
て
、「
発
起
之
者
」
と
し
て
廻
状
を
差
し
立
て
た
と
し
て
、
作
兵
衛
が
佐
護
郷
深
山
村
給
人
佐
護
四
郎
左
衞
門
へ
、
惣
兵
衛
が
豊
崎
郷
浜
久
須
村
給
人
古
藤
治
部
之
平
へ
そ
れ
ぞ
れ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
判
決
で
は
「
何
事
に
よ
ら
す
多
人
数
相
集
候
義
ハ
御
制
禁
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
村
の
社
人
安
芸
こ
と
政
吉
は
、
作
兵
衛
か
ら
頼
ま
れ
廻
状
を
認
め
た
と
い
う
廉
で
三
根
郷
三
根
村
の
給
人
松
村
左
仲
へ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
が
、
同
年
六
月
九
日
田
舎
奴
を
返
上
さ
れ
、
田
代
領
に
お
い
て
二
十
ヶ
年
拝
領
奴
に
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
判
決
で
は
、「
仮
令
筋
有
事
ニ
而
も
多
人
数
相
集
候
儀
は
御
制
禁
ニ
付
幾
度
も
可
及
断
義
候
処
其
弁
薄
、
御
領
中
及
騒
動
義
を
令
執
筆
発
起
之
者
同
罪｣
と
し
て
い
る
。
⑤
一
八
六
一
(
文
久
元)
年
九
月
一
三
日
申
渡
の
事
件
(
)
仁
位
郷
仁
位
村
百
姓
伝
右
衛
門
、
同
郷
貝
鮒
村
百
姓
亀
治
、
同
郷
和
板
村
百
姓
武
兵
衛
が
、
同
郷
の
百
姓
た
ち
が
多
人
数
で
集
会
、
強
訴
し
た
件
に
つ
い
て
「
頭
取
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
伝
右
衛
門
は
豊
崎
郷
大
浦
村
給
人
大
浦
治
部
左
衞
門
へ
、
亀
治
が
佐
護
郷
仁
田
内
村
給
人
大
石
又
右
衛
門
へ
、
武
兵
衛
が
伊
奈
郷
樫
瀧
村
給
人
川
本
左
源
太
へ
そ
れ
ぞ
れ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
集
会
、
強
訴
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
判
決
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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一
〇
五
⑥
一
八
六
五
(
元
治
二)
年
閏
五
月
一
五
日
申
渡
の
事
件
(
)
与
良
郷
横
浦
村
の
百
姓
た
ち
が
多
人
数
で
上
府
し
、
公
領
地
又
は
自
分
達
が
開
立
し
た
場
所
へ
住
居
替
え
を
願
い
出
た
。
こ
れ
は
百
姓
た
ち
が
居
住
し
て
い
る
場
所
が
同
村
給
人
横
瀬
左
源
太
の
知
行
所
で
あ
っ
た
が
、
全
地
頭
村
と
同
じ
く
｢
百
姓
中
不
勝
手
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
対
馬
藩
は
多
人
数
に
よ
る
上
府
は
「
御
制
禁
を
犯
」
す
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
最
近
「
郷
村
取
締
向
厳
達
之
品
も
有
之
中
」
で
、
肝
入
の
者
も
含
め
「
専
主
張
せ
し
め
」
る
の
は
「
不
埒
之
至
」
で
あ
る
と
し
て
、
横
浦
村
肝
入
の
吉
之
助
は
三
根
郷
櫛
村
肝
入
熊
次
郎
へ
、
同
村
百
姓
小
吉
は
伊
奈
郷
女
連
村
給
人
原
泉
へ
、
同
茂
七
は
仁
位
郷
唐
洲
村
給
人
青
木
杢
之
助
へ
、
同
利
吉
は
佐
須
郷
今
里
村
給
人
大
石
小
六
へ
そ
れ
ぞ
れ
永
代
奴
に
下
さ
れ
た
。
な
お
、
住
居
替
え
を
願
い
出
た
訴
状
の
草
案
を
作
成
し
た
戸
田
弥
三
郎
は
奉
公
を
差
し
除
け
ら
れ
、
訴
状
を
清
書
し
た
麩
細
工
の
惣
助
は
居
村
蟄
居
、
訴
状
の
作
成
を
頼
ま
れ
、
戸
田
弥
三
郎
に
作
成
を
依
頼
し
た
横
瀬
村
給
人
横
瀬
篤
一
郎
弟
才
次
郎
も
居
村
蟄
居
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
百
姓
一
揆
史
料
と
対
馬
藩
の
「
徒
党
」
事
件
判
決
本
章
で
は
、
他
の
史
料
に
あ
る
徒
党
事
件
関
係
の
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
(
)
前
章
【
表
二
】
No.
1
事
件
に
関
し
て
、
徒
党
を
組
ん
で
強
訴
に
及
ん
だ
肥
前
国
田
代
領
上
郷
の
百
姓
ら
に
よ
る
口
上
書
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
回
答
、
関
係
し
た
百
姓
に
対
す
る
処
罰
申
渡
内
容
が
記
さ
れ
た
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
(
)
口
上
書
に
よ
る
と
、
百
姓
た
ち
が
年
貢
の
延
納
を
求
め
た
願
書
を
庄
屋
が
取
り
上
げ
ず
、
願
書
が
小
倉
村
庄
屋
か
ら
同
村
組
頭
平
四
郎
に
渡
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
百
姓
た
ち
の
申
し
分
に
「
無
拠
」
願
書
を
仕
立
て
、
一
七
四
六
(
延
享
三)
年
一
二
月
二
二
日
上
郷
百
姓
中
六
百
人
が
往
還
に
寄
り
立
て
、
旅
人
の
通
行
を
妨
げ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
処
罰
と
し
て
は
、
小
倉
村
百
姓
又
四
郎
に
は
「
同
前
の
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六
者
に
御
座
候
へ
共
、
此
者
儀
は
村
役
人
に
て
無
御
座
候
、
両
人
同
前
に
は
難
く
被
仰
付
可
此
あ
る
御
座
候
間
」
と
し
て
「
村
替
へ
奴
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
村
百
姓
治
介
、
九
兵
衛
に
は
「
願
立
て
候
者
よ
り
進
を
請
け
、
村
内
隣
村
迄
相
働
候
ヘ
ば
不
科
に
御
座
候
間｣
、
「
村
替
流
罪
」
に
処
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
村
百
姓
伝
七
、
伝
蔵
、
平
蔵
、
惣
右
衛
門
、
宮
浦
東
村
百
姓
半
六
、
善
左
衛
門
、
仁
兵
衛
、
市
左
衛
門
、
忠
兵
衛
、
長
野
村
百
姓
久
兵
衛
、
文
五
郎
の
十
一
名
に
は
「
伊
勢
山
に
寄
立
相
談
仕
」
っ
た
と
い
う
こ
と
で
「
村
替
被
仰
付｣
、
騒
動
の
頭
立
ち
の
勧
め
に
よ
り
寄
合
の
相
談
を
進
め
た
小
倉
村
百
姓
次
助
、
九
兵
衛
に
は
永
代
奴
、
さ
ら
に
小
倉
村
組
頭
平
四
郎
に
対
し
て
は
「
小
百
姓
へ
悪
事
を
進
め
仕
り
﹇
﹈
無
御
座
候
へ
共
、
村
内
の
小
役
を
も
相
務
居
り
、
殊
更
に
右
之
書
付
を
懐
中
致
其
場
へ
仕
出
、
御
屋
敷
の
役
人
へ
差
出
す
様
に
と
治
介
へ
申
合
候
ヘ
ば
、
一
通
り
の
儀
に
て
無
御
座
候
間｣
、
閉
門
の
上
、
科
銭
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
続
い
て
代
官
書
付
に
は
、
長
野
村
四
郎
右
衛
門
に
対
し
て
「
徒
党
之
企
仕
候
張
本
人
に
て
御
座
候
間
、
死
罪
被
仰
付
候
也｣
、
小
倉
村
組
頭
平
四
郎
に
対
し
て
も
「
右
同
前
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
組
頭
善
五
郎
、
頭
百
姓
善
蔵
も
死
罪
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
た
だ
、
当
時
桃
園
天
皇
の
即
位
に
伴
う
奉
賀
使
派
遣
、
将
軍
家
重
の
将
軍
就
任
に
対
す
る
朝
鮮
か
ら
の
通
信
使
へ
の
接
待
が
あ
り
、
対
馬
藩
は
死
罪
の
執
行
を
控
え
て
い
た
。
そ
の
後
平
四
郎
は
牢
死
し
、
善
五
郎
、
善
蔵
も
長
年
の
入
牢
を
理
由
と
し
て
四
郎
右
衛
門
は
永
代
奴
、
善
五
郎
、
善
蔵
は
十
ヶ
年
切
奴
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
(
)
「
罰
責
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
事
件
と
し
て
は
、
一
七
五
一
(
宝
暦
元)
年
に
同
じ
く
田
代
領
で
企
て
ら
れ
た
強
訴
が
あ
る
。
(
)
藤
木
村
の
伊
右
衛
門
、
藤
木
東
村
甚
左
衛
門
、
藤
木
西
村
弥
七
は
組
頭
に
対
し
て
「
無
筋
遺
恨
を
挟
」
み
、
申
合
わ
せ
て
訴
状
を
出
そ
う
と
企
て
た
が
、
相
談
に
同
意
し
な
か
っ
た
同
村
市
平
が
組
頭
に
届
出
て
発
覚
し
、
伊
右
衛
門
は
闕
所
の
上
一
家
が
永
代
奴
に
、
甚
左
衛
門
は
闕
所
の
上
宮
浦
西
村
陣
屋
へ
「
一
家
内
流
罪
」
に
、
善
蔵
は
闕
所
の
上
妻
子
と
も
に
飯
田
村
へ
流
罪
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
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〇
七
前
章
【
表
二
】
No.
10
事
件
に
つ
い
て
、「
罰
責
」
で
は
徒
党
の
背
景
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、『
鳥
栖
市
史
』
に
よ
る
と
、
一
八
三
〇
(
文
政
一
三)
年
一
〇
月
代
官
田
嶋
左
近
が
交
替
に
よ
り
対
馬
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
田
代
領
の
領
民
が
残
任
を
願
い
、
領
内
二

か
ら
一
、二
〇
〇
人
余
り
が
田
代
町
に
集
ま
っ
た
と
い
う
騒
動
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
(
)
領
民
が
残
任
を
願
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
一
八
二
八
(
文
政
一
一)
年
の
凶
作
の
際
年
貢
を
一
〇
ヶ
年
賦
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
謝
意
と
し
て
二
ヶ
年
分
の
年
貢
を
上
納
す
る
間
残
任
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
百
姓
た
ち
へ
田
代
町
へ
の
集
結
を
呼
び
か
け
る
廻
状
は
名
宛
が
円
形
に
な
っ
て
お
り
、
頭
取
を
分
か
ら
な
く
す
る
目
的
で
は
な
い
か
と
対
馬
藩
は
疑
い
を
抱
い
た
。
百
姓
た
ち
は
取
り
調
べ
に
対
し
て
、
藩
の
疑
念
を
否
定
し
た
が
、
今
泉
村
組
頭
惣
兵
衛
、
同
村
小
頭
作
兵
衛
は
拷
問
に
か
け
ら
れ
、
徒
党
の
企
て
に
つ
い
て
自
白
を
迫
ら
れ
た
。
ま
た
廻
状
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
社
人
安
芸
も
尋
問
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、『
鳥
栖
市
史
』
は
対
馬
藩
の
百
姓
た
ち
へ
の
処
分
に
つ
い
て
、
作
兵
衛
、
惣
兵
衛
、
安
芸
は
家
財
闕
所
、
作
兵
衛
、
惣
兵
衛
の
家
族
は
永
代
奴
、
安
芸
の
家
族
は
宮
浦
西
村
へ
流
罪
に
処
せ
ら
れ
、
作
兵
衛
、
惣
兵
衛
、
安
芸
の
三
名
は
対
馬
送
り
に
な
っ
た
が
そ
の
後
の
措
置
は
不
明
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
章
小
括
第
一
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
罰
責
」
掲
載
の
判
決
記
述
か
ら
は
、
徒
党
に
関
係
し
た
者
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
「
罰
責
」
以
外
の
史
料
か
ら
、
首
謀
者
に
対
し
て
死
罪
の
判
決
を
申
し
渡
し
た
例
が
み
ら
れ
、
首
謀
者
の
み
な
ら
ず
家
族
に
至
る
ま
で
「
曳
科
」
に
よ
り
斬
罪
と
な
っ
た
と
す
る
研
究
も
あ
る
。
(
)
だ
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
天
皇
即
位
に
伴
う
接
待
や
将
軍
就
任
の
際
の
朝
鮮
通
信
使
へ
の
接
遇
等
を
理
由
と
し
て
執
行
が
先
延
ば
し
さ
れ
、
結
局
は
首
謀
者
た
ち
に
対
し
て
死
刑
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八
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
田
代
代
官
の
「
日
記
抜
書
」
の
一
七
七
一
(
明
和
八)
年
七
月
廿
八
日
の
記
録
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
一
江
戸
表
杉
村
直
記
殿

之
御
状
。
今
般
於
江
戸
表
従
公
義
被
仰
出
候
御
旨
、
大
御
目
附
中
様

之
御
廻
状
等
を
以
、
杉
村
直
記
殿

被
仰
聞
、
則
右
写
相
達
候
付
、
左
之
通
御
領
中
為
申
触
、
可
願
義
は
其
村
々
村
役
人
を
以
、
支
配
之
役
所
へ
相
願
可
申
義
、
若
村
役
人
不
得
心
之
筋
ニ
候
ハ
ヽ
百
姓
惣
代
壱
両
人
ニ
而
可
願
出
処
、
近
年
百
姓
共
大
勢
申
合
、
領
主
地
頭
屋
敷
門
前
へ
相
詰
、
強
訴
い
た
し
候
類
多
く
有
之
、
右
之
通
大
勢
御
府
内
へ
立
入
、
領
主
地
頭
屋
敷
之
門
前
ニ
集
り
、
剰
往
来
を
も
妨
候
段
、
対
公
義
不
届
之
至
ニ
候
。
然
と
も
愚
昧
之
者
共
全
心
得
違
候
而
之
仕
業
故
、
是
迄
重
儀
御
仕
置
も
不
申
付
候
。
已
来
右
体
御
府
内
へ
立
入
、
領
主
地
頭
屋
敷
門
前
ニ
相
詰
候
ハ
、
召
捕
、
於
奉
行
所
吟
味
之
上
、
理
非
之
無
差
別
、
頭
取
之
者
ハ
重
儀
御
仕
置
申
付
、
其
餘
之
百
姓
共
縦
門
訴
不
加
候
共
、
一
同
咎
可
申
付
候
、
も
し
頭
取
不
相
分
候
候
ハ
ヽ
、
其
村
之
宗
門
人
別
帳
糺
之
上
、
門
前
ニ
相
詰
候
者
と
も
之
内
、
筆
頭
之
者
共
御
仕
置
可
申
付
候
、
右
書
付
村
々
に
て
写
取
、
名
主
之
宅
又
は
高
札
場
、
村
は
つ
れ
抔
ニ
も
張
置
、
村
役
人
共
得
と
相
弁
、
常
々
百
姓
共
江
委
細
利
害
可
申
聞
旨
、
御
領
ハ
御
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭

可
被
相
触
候
、
(
)
従
来
、
領
主
地
頭
屋
敷
の
門
前
に
集
ま
り
強
訴
す
る
者
は
「
愚
昧
之
者
共
全
心
得
違
候
而
之
仕
業
」
と
し
て
重
い
処
罰
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
強
訴
が
多
く
な
り
往
来
の
妨
害
に
も
な
っ
て
公
儀
に
対
し
て
「
不
届
之
至
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
領
主
地
頭
屋
敷
の
門
前
に
「
相
詰
」
め
た
者
は
理
非
の
別
な
く
頭
取
は
重
く
処
罰
し
、
そ
れ
以
外
の
百
姓
に
つ
い
て
門
訴
に
加
わ
ら
な
い
者
も
含
め
て
一
同
処
罰
す
る
。
頭
取
が
誰
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
門
前
に
相
詰
め
た
者
の
う
ち
、
宗
門
人
別
帳
の
筆
頭
の
者
を
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重
く
処
罰
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
法
令
は
村
々
で
写
し
取
り
、
名
主
宅
や
高
札
場
な
ど
に
掲
示
し
て
村
役
人
が
百
姓
た
ち
に
申
し
聞
か
せ
る
べ
し
、
と
い
う
廻
状
が
大
目
付
か
ら
達
せ
ら
れ
、
領
内
に
触
れ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
該
法
令
は
幕
府
か
ら
明
和
八
年
五
月
に
発
せ
ら
れ
て
お
り
、「
日
記
抜
書
」
の
記
事
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
(
)(
)
幕
府
法
令
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
正
し
く
田
代
代
官
へ
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
そ
の
後
の
対
馬
藩
の
徒
党
強
訴
に
関
す
る
量
刑
動
向
は
、「
罰
責
」
を
み
る
限
り
、
変
化
し
な
か
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
、
首
謀
者
と
見
ら
れ
る
者
が
永
代
奴
に
処
せ
ら
れ
、
徒
党
に
参
加
し
た
者
の
一
部
が
期
間
を
区
切
っ
た
奴
刑
を
申
し
渡
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
に
変
わ
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
章
④
で
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、【
表
二
】
No.
10
事
件
に
お
い
て
徒
党
の
「
発
起
之
者
」
で
あ
る
作
兵
衛
お
よ
び
惣
兵
衛
に
対
す
る
判
決
で
は
、「
何
事
に
よ
ら
す
多
人
数
相
集
候
儀
ハ
御
制
禁
」
と
さ
れ
、
徒
党
の
廻
状
を
認
め
た
社
人
安
芸
に
対
す
る
判
決
で
は
「
仮
令
筋
有
事
ニ
而
も
多
人
数
相
集
候
儀
は
御
制
禁
」
と
あ
る
。
ま
た
第
一
章
第
二
節
【
表
二
】
No.
9
事
件
で
は
百
姓
た
ち
と
と
も
に
上
府
し
た
佐
護
郷
仁
田
内
村
給
人
大
石
源
内
お
よ
び
同
佐
護
弥
八
郎
に
つ
い
て
、「
縦
令
筋
あ
る
事
た
り
共
騒
立
躰
之
儀
は
急
度
取
治
メ
穏
便
ニ
可
相
計
儀
ニ
候
」
と
こ
ろ
、
百
姓
と
共
に
上
府
し
、
躰
も
な
い
訴
訟
を
起
こ
し
た
こ
と
が
「
重
々
不
埒
至
極
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
(
)
こ
れ
ら
は
幕
府
か
ら
の
法
令
に
あ
る
「
理
非
之
無
差
別
」
と
い
う
部
分
に
対
応
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
「
罰
責
」
に
お
い
て
は
、
首
謀
者
も
含
め
徒
党
強
訴
に
つ
い
て
最
終
的
に
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
例
は
み
ら
れ
ず
、
幕
府
か
ら
仰
せ
出
さ
れ
た
法
令
以
降
も
格
別
の
量
刑
の
変
化
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、「
罰
責
」
以
外
の
史
料
か
ら
も
、
こ
の
傾
向
を
否
定
す
る
事
実
を
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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ま
と
め
に
代
え
て
刑
事
裁
判
に
お
け
る
量
刑
動
向
を
分
析
す
る
場
合
、
判
決
録
や
判
例
集
が
主
た
る
素
材
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
判
決
に
表
れ
る
犯
罪
事
実
は
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
判
決
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
も
判
決
文
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
多
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
個
別
事
例
に
お
け
る
量
刑
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
判
決
録
・
判
例
集
以
外
の
史
料
に
よ
り
事
実
関
係
や
捜
査
、
裁
判
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
(
)
徒
党
・
強
訴
に
つ
い
て
は
、
殺
人
、
窃
盗
な
ど
と
比
べ
て
一
件
記
録
が
残
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
ま
で
の
徒
党
・
強
訴
研
究
で
は
主
と
し
て
一
件
記
録
を
分
析
素
材
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
徒
党
・
強
訴
に
限
ら
ず
特
定
類
型
の
犯
罪
に
対
す
る
量
刑
動
向
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
数
多
く
の
判
決
を
長
期
間
に
わ
た
り
あ
る
一
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
採
録
す
る
判
決
録
・
判
例
集
は
有
用
な
デ
ー
タ
と
な
る
。
終
わ
り
に
、
筆
者
の
疑
問
を
一
つ
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
判
決
録
や
判
例
集
は
重
大
な
事
件
や
先
例
的
価
値
の
あ
る
判
決
を
採
録
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
少
な
く
と
も
終
局
的
な
判
決
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
採
録
さ
れ
た
事
件
の
な
か
で
主
犯
、
首
謀
者
と
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
判
決
が
当
然
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
整
理
、
分
析
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
章
第
二
節
【
表
二
】
No.
1
事
件
で
は
他
の
史
料
で
(
い
っ
た
ん
は)
死
罪
を
申
し
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
小
倉
村
組
頭
平
四
郎
、
同
善
五
郎
、
同
村
頭
百
姓
善
蔵
、
長
野
村
四
郎
右
衛
門
に
対
す
る
判
決
は
「
罰
責
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
平
四
郎
は
牢
死
し
、
善
五
郎
、
善
蔵
、
四
郎
右
衛
門
は
藩
側
の
理
由
で
執
行
が
回
避
さ
れ
、
入
牢
状
態
が
長
期
に
わ
た
っ
た
た
め
最
終
的
に
永
代
奴
に
罪
を
減
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
藩
と
し
て
死
罪
と
い
う
結
論
の
先
例
と
し
て
の
価
値
を
認
め
な
か
っ
た
可
能
性
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
理
由
を
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
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「
罰
責
」
で
は
小
倉
村
組
頭
又
四
郎
が
訴
状
の
差
し
出
し
を
同
村
治
助
に
申
し
含
め
た
と
し
て
戸
〆
お
よ
び
科
銀
を
申
し
渡
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
史
料
で
(
)
は
そ
の
事
実
は
平
四
郎
が
行
っ
た
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
又
四
郎
は
小
倉
村
百
姓
と
し
て
徒
党
に
は
参
加
し
た
も
の
の
、「
此
者
儀
は
村
役
人
に
て
無
御
座
」
と
し
て
村
替
奴
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、「
罰
責
」
と
他
の
史
料
で
齟
齬
を
来
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ど
ち
ら
が
事
実
で
あ
る
の
か
は
現
時
点
で
は
即
断
で
き
ず
、
後
考
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
注
(
)
藩
法
研
究
会
編
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』(
創
文
社
、
二
〇
一
四
年)
(
)
守
屋
浩
光
「
対
馬
藩
に
お
け
る
密
貿
易
に
対
す
る
処
罰
に
つ
い
て
｢
罰
責
」
掲
載
の
判
決
の
紹
介
を
中
心
に
」(
名
城
法
学
第
六
七
巻
第
二
号
、
名
城
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
七
年)
。
ま
た
、
釜
山
に
存
在
し
た
倭
館
に
お
け
る
「
交
奸
」
事
件
の
判
決
を
紹
介
す
る
小
論
を
用
意
し
て
い
る
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
ｉ
頁
(
)
巻
No.
5
に
つ
い
て
は
、
徒
党
に
関
係
す
る
事
件
が
一
件
収
録
さ
れ
て
い
る
(
第
二
節
【
表
二
】
No.
6
事
件)
が
、
こ
の
事
件
は
別
章
(｢
九
番
不
行
跡
非
法
者
之
事｣)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
七
二
頁
お
よ
び
七
三
頁
明
暦
二
年
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
05
罰
責
類
聚
04
七
一
頁
。
(
	)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
10
罰
責
09
六
七
頁
以
下
。
(

)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
16
罰
責
16
一
七
一
頁
以
下
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
27
罰
責
29
一
三
五
頁
以
下
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
29
罰
責
28
一
二
九
頁
以
下
。
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()
｢
罰
責
」
採
録
年
代
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
飛
び
地
で
あ
る
田
代
領
で
は
一
六
五
六
(
明
暦
二)
年
に
代
官
波
多
野
新
助
と
庄
屋
・
農
民
と
の
間
で
騒
動
が
起
こ
り
、
元
禄
年
間
に
も
騒
動
が
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
鳥
栖
市
史
』(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年)
三
五
九
頁
(
)
『
基
山
町
史
』(
基
山
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年)
五
八
三
頁
万
松
院
文
書
(
)
『
鳥
栖
市
史
』(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年)
三
六
三
頁
。
(
)
『
鳥
栖
市
史
』(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年)
三
六
四
頁
。
(
)
『
鳥
栖
市
史
』(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年)
四
七
五
頁
以
下
。
(
)
長
忠
生
『
幕
末
田
代
領
清
掃
の
研
究
仙
八
さ
ん
騒
動
の
顛
末
』(
鳥
栖
市
史
研
究
編
第
二
集
、
鳥
栖
市
役
所
、
一
九
七
〇
年)
七
二
頁
(
)
『
鳥
栖
市
史
』
資
料
編
第
一
集
「
日
記
抜
書
(
田
代
代
官
所
日
記)
」(
鳥
栖
市
役
所
、
一
九
六
九
年)
一
九
五
頁
。
(
	)
『
御
触
書
天
明
集
成
』(
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年)
九
〇
四
頁
。
な
お
、
一
七
六
七
(
明
和
四)
年
閏
九
月
に
は
「
西
国
筋
領
分
知
行
有
之
面
々
」
に
対
し
て
逃
散
し
た
百
姓
を
早
速
帰
村
さ
せ
吟
味
を
遂
げ
て
曲
事
申
し
付
け
る
こ
と
を
命
ず
る
法
令
が
、
一
七
六
九
(
明
和
六)
年
二
月
に
は
諸
国
の
百
姓
が
徒
党
に
及
ん
だ
場
合
に
は
、
訴
え
の
内
容
が
た
と
え
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
理
非
之
不
及
沙
汰
無
取
上
、
其
上
急
度
仕
置
可
申
付
」
旨
を
各
代
官
、
領
主
か
ら
御
領
私
領
の
百
姓
た
ち
へ
触
れ
さ
せ
る
よ
う
命
ず
る
法
令
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
令
に
は
「
領
主
、
地
頭
ニ
寄
、
心
得
違
、
仕
置
等
ニ
不
申
付
は
、
帰
村
可
為
致
旨
由
難
渋
候
儀
粗
有
之
趣
」(
明
和
四
年
の
法
令)
、「
徒
党
を
結
ひ
、
強
訴
を
企
、
及
狼
藉
候
も
の
共
を
、
手
よ
は
く
取
扱
候
て
は
、
外
場
所
ニ
て
も
見
習
候
様
可
成
行
哉
」(
明
和
六
年
の
法
令)
と
い
っ
た
、
当
時
の
領
主
に
よ
っ
て
は
、
強
訴
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
と
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
で
明
和
六
年
正
月
に
は
上
方
筋
の
百
姓
た
ち
の
強
訴
の
際
に
鎮
圧
の
た
め
「
飛
道
具
」
を
用
い
る
こ
と
を
認
め
る
法
令
を
発
し
た
。
大
石
慎
三
郎
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』(
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
一
年)
三
二
一
頁
。
(

)
｢
御
定
書
ニ
添
候
例
書
」
に
お
い
て
「
地
頭
江
対
し
強
訴
其
上
致
徒
党
逃
散
之
百
姓
」
の
場
合
、「
頭
取
」
は
死
罪
、
名
主
は
「
重
キ
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一
一
三
追
放｣
、
組
頭
は
田
畑
取
上
の
上
所
払
、
惣
百
姓
は
「
村
高
ニ
応
し
過
料
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
領
主
地
頭
屋
敷
門
前
江
大
勢
相
詰
致
強
訴
候
も
の
」
の
場
合
、「
頭
取
」
は
遠
島
、
惣
百
姓
は
惣
代
に
出
で
て
門
前
に
相
詰
め
た
者
は
三
十
日
あ
る
い
は
五
十
日
の
手
鎖
、
そ
れ
以
外
の
者
は
急
度
叱
り
(
品
に
よ
っ
て
は
村
過
料)
、
村
役
人
に
つ
い
て
は
「
頭
取
」
で
あ
れ
ば
遠
島
、
門
訴
に
加
わ
っ
た
名
主
は
中
追
放
、
組
頭
は
所
払
と
さ
れ
る
。『
徳
川
禁
令
考
別
巻
』(
創
文
社
、
一
九
六
一
年)
七
一
頁
お
よ
び
一
七
六
頁
。
(
)
前
掲
『
近
世
刑
事
史
料
集
２
対
馬
藩
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
14
罰
責
14
九
一
頁
。
(
)
捜
査
段
階
や
裁
判
過
程
で
の
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
次
記
形
式
で
蓄
積
さ
れ
る
藩
内
各
機
関
の
記
録
が
有
効
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
裁
判
機
関
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
判
決
に
残
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
い
く
か
が
分
か
る
。
(
)
前
掲
『
基
山
町
史
』(
基
山
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年)
五
八
三
頁
万
松
院
文
書
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Punishments of riots in the Tsushima clan in Edo Era.
Hiromitsu MORIYA
“Criminal materials collection in Edo era 2 Tsushima clan” (edited by Clan
law study goup) was published in 2014. This This collection includes
“Basseki”, criminal casebook in Tsushima clan. In this paper, I introduce
criminal cases what was recordes in “Basseki” (Casebook in Tsushima clan)
for cases that people were punished for creating group, and appealing to the
authorities. In addition, I compare with descriptions of other materials, and
analyse these cases.
In the beginning
1 “Toto”cases listed in “Basseki”
1. Positioning of the Judgments on “Toto” in “Basseki”
2. Contents of “Toto” cases published in “Basseki”
2 Comparison peasant’s revolt materials and “Toto” Judgments in
Tsushima clan
3 Brief Summary
Instead of the summary
